
事業継続マネジメントソリューション

Living Disaster Recovery Planning System 
リアルタイム事業継続計画策定 /管理システム

事業継続計画（BCP）の準備は万全ですか？

参考動作環境

BCPニーズの高まりの原因

事業継続計画（BCP）の必要性は十分にわかっている。
しかし、増え続けるBCPの策定には膨大な時間・労力・人員を必要とする。

しかも

「何か」が起きてからでは遅すぎます！

まだ手作業でBCPを策定／更新していますか？

今後も増加していく情報の整理には
手作業では限界があります！

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア LDRPS10、IIS6.0、
 .Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Microsoft Office 2003以降

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 2GB RAM以上（5ユーザの場合）

ハードディスク 1GB以上の空き容量

LDRPS Webサーバー

●システム構成例1

LDRPSのバージョン（Professional＆Enterprise）

製品の詳しい情報は… www.emori.co.jp/ldrps

開発元であるサンガード社は、BCP/BCM分野のソフトウェア開発、コンサルティングサービスにおいて30年以上の実績を有する、この
分野では米国を代表する企業の一つです。同社は、政府機関、金融機関、製造業をはじめとして全世界に10,000の企業・団体に導入実
績があり、LDRPSも開発/販売開始からすでに20数年の歴史を有します。

Ver.1005

LDRPS10 機能 Professional Enterprise
マスターインターフェースのカスタマイズ
プランナビゲーター機能
プランナビゲーターのカスタマイズ
従属関係マップの作成機能
連絡網作成のドラッグ＆ドロップ機能
ロケーション別のリソース管理機能
ユーザセキュリティの詳細設定
Crystal Reportsの付属
標準レポートのカスタマイズ
標準レポート〈237種類〉の使用
サンプル計画書の目次構成
オンラインヘルプ
統合ログオン（Windows統合認証）
スケジューリング機能（データインポート/計画発行）
計画の承認機能
Eメール送信機能
 テクノロジー
リレーショナルデータベース SQL Server SQL Server / Oracle
ブラウザアクセス（Internet Explorer）

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

LDRPSは機能の違いによりProfessionalバージョンと
Enterpriseバージョンの2種類を用意しております。
Professionalバージョンではいくつかの機能が制限されてい
ますので、すべての機能をお使いいただくにはEnterpriseバー
ジョンをご購入ください。

両バージョン共に、LDRPSに同時にアクセスできるユーザID数
（同時接続ユーザ数）によって価格が異なります。最小の同時接続
ユーザ数は、1同時接続ユーザから用意しております。

動作環境、価格につきましては、お問い合わせください。

企業／団体は、新型インフルエンザの発生や集中豪雨・台風・
地震などの自然災害による被害で、自社の重要業務が最低限
の業務レベルを維持できない、もしくは業務自体の停止に陥っ
てしまった場合、多大な損害を被ることが予想されます。
またそのような状況は、自社の損害を招くだけに止まらず、関
連サプライチェーンや、地域、従業員、株主といったステークホ
ルダーからの信頼をも低下させることにつながります。このよ
うに企業／団体の社会的責任（CSR：Corporate Social 
Responsibi l ity）の観点からも、事業継続計画（BCP：
Business Continuity Plan）は経営者にとって、真剣に取
り組んでいく必要に迫られるものとなってきています。

BCPの初回策定時には、SQL 
Server、Orac le、Exce l、
CSVファイルなどから、従業員
データや資産データといった既
存データをインポートすることで
時間と労力の削減をすることが
可能です。

そして、定期的な見直しが不可欠
であるBCPの更新時にも、リ
レーショナルデータベース機能に
より、更新されたデータをBCPに
反映させることができます。

ネットワーク DBサーバーLDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）

Crystal Reports
編集用クライアント

ネットワーク
DBサーバー

LDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）
兼

Crystal Reports
編集用クライアント

自然災害や事故
・地震、火災、水害の発生
・パンデミックの発生

●既存データ（従業員データや資産データなど）をインポート可能
●Webブラウザを介してデータの入力/共有が可能
●ユーザID別に細かな画面設定が可能
●237種類のレポートをあらかじめ搭載

国内外の標準化
・様々な業界からの独自ガイドライン
・ISO規格化の可能性

企業間の相互連携
・サプライチェーンの複雑化・高度化
・企業取引におけるBCPの要求

コンプライアンス、CSR等
・ステークホルダー／社会からの要求の高まり

そこで、BCP策定ツールの

LDRPS を使うと、

またLDRPSを使って策定するBCPは、脅威の種類（地震用、火災用など）に依存せず、
災害が起きたことによる結果事象を復旧させる

「はめ込み／要素型（脱シナリオ型）」BCPを策定します。

BCPは一度策定したら終わりではなく、継続的な更新が不可欠！

LDRPSは業種／業界を問わずにBCP策定の手助けとなります！

お問い合わせ先（東京支社）

〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-7 ＮＢＦ日比谷ビル12Ｆ

Tel：03-3508-1510  E-mail：bcm-info@emori.co.jp

URL：http://www.emori.co.jp/　

本社：〒918-8510　福井県福井市毛矢1-6-23

Tel：0776-36-6453

680 E.Swedesford Road Wayne,

PA19087 USA

URL：http://www.availability.sungard.com

記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

カタログ掲載商品の内容に関しては予告なく変更されることがありますので、予めご了承ください。
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○RLDRPS
The New Direction in Planning

○R

（ビジネス影響度分析システム）
危機的状況下で事業が受ける影響度を分析

（ベンダー評価システム)
ベンダー（サプライチェーン）の復旧能力の査定と評価

（災害管理システム）
災害発生時にオンライン管理センターとなり状況をリアルタイムに管理

（安否確認システム）
数千人に一括で電話やメール等でメッセージを送信

Vendor
Assessment

LDRPS
The New Direction in Planning

○R

（リアルタイム事業継続計画策定/管理システム）
事業継続と早期復旧に不可欠なBCPの策定/更新をサポート

（リスク評価システム）
地理的状況下における組織の脆弱性を評価

Risk
Assessment

BIA Lite

（内部稼動力評価システム）
危機的状況下でのワークフォースの評価

Workforce
Management

事業継続マネジメントソリューション
（Continuity Management Solution）プラットフォーム

Continuity Management Solution（CMS）は、同じプラットフォーム（CMS）上でLDRPSやBIA Professionalなどの下記ソフ
トウェア群を稼動させ、ソフトウェア間でのデータ連携を目的としています。例えば、ビジネス影響度分析をBIA Professionalを使って行う
と、分析で必要なために入力した様々な情報を、LDRPSでも利用することが可能になります。また、LDRPSで修正した情報は、BIA 
Professionalでも修正された状態で利用できます。このようにCMSプラットフォームは、ソフトウェア間でのデータ連携を実現し、データ
利用の効率化を可能にします。

OS Windows XP SP2以上、または Windows Vista

必須ソフトウェア Internet Explorer 6.0 SP2
 または 7.0、.Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Adobe Acrobat

CPU Pentium4  1.7 GHz以上

メモリ 512MB RAM以上

ハードディスク 1GB以上の空き容量

クライアント・Crystal Reports 編集用クライアント

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア SQL Server 2005、
 またはOracle 10g Release2（10.2.0.3.0）以上

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 1GB RAM以上（5ユーザの場合）

DBサーバー

●参考スペック

●システム構成例2

■CMSソフトウェア群

どのソフトウェアを使用する場合にも、まず
CMSへログインし、そこから目的のソフトウェ
アへアクセスすることになります。
CMSログイン後は、CMSホーム画面、または
MyCMS画面が表示されます。ここから、実際
に使用するソフトウェアを選択します。
My CMSでは、ログインIDごとに異なるアクセ
ス可能なソフトウェア一覧や、メッセージの有無
が確認できます。

LDRPSを単体でご購入いただいた場合のみ、BIA 
Professionalのトライアル版（BIA Lite）をお使い
いただけます。これは、BIA Professionalの簡易版
で、付属サーベイの質問事項が11項目と限られていた
り、サーベイの編集、カスタマイズを行うことができない
などの制限があります。
BIA Professionalをお持ちでないお客様は、BIA 
Liteを使っていただき、サーベイの流れや回答の収集
方法などを実際に体験することが可能となります。

■CMSホーム画面

■ＢＩＡ Lite

•CMSプラットフォーム間でのデータ連携が可能…LDRPSで構築した従業員データベースを他ソフトウェア群で活用することができます。
•個々のソフトウェア単体でも使用可能…ただし複数のソフトウェアを連携させることでより利便性が増します。
•BCP更新時にも、ソフトウェアを連携させて使用することによりPDCAサイクルでのBCP/BCM更新
…BCPだけを見直すのではなく、ビジネス影響度分析における定量的評価（手法）を実現しているBIA Professionalを使用することで、包括的な更新を手助けします。

▲CMSホーム画面 ▲MyCMS画面

（脅威の種類に関係ない）

・社員情報
・取引先情報
・緊急連絡網
・業務プロセス

・資産情報
・復旧活動
・支援体制
etc...

一般的な情報

資産を把握する文書

「レポート」は、LDRPSに蓄
積された情報から目的別に情
報を抜き出します。

例えば「従業員レポート」を選
択すれば、従業員情報だけを
抜き出します。

レポートを複数組合わせ、BCP
を策定します。

Crystal Reports

脅威に依存しないBCP
地震用BCP

パンデミック用BCP

データ更新でBCP更新も完了！データ更新でBCP更新も完了！

支店・工場もWeb経由で
情報入力 「レポートの編集」も可能 「レポート」の組合わせを

目的別に保存



事業継続マネジメントソリューション

Living Disaster Recovery Planning System 
リアルタイム事業継続計画策定 /管理システム

事業継続計画（BCP）の準備は万全ですか？

参考動作環境

BCPニーズの高まりの原因

事業継続計画（BCP）の必要性は十分にわかっている。
しかし、増え続けるBCPの策定には膨大な時間・労力・人員を必要とする。

しかも

「何か」が起きてからでは遅すぎます！

まだ手作業でBCPを策定／更新していますか？

今後も増加していく情報の整理には
手作業では限界があります！

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア LDRPS10、IIS6.0、
 .Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Microsoft Office 2003以降

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 2GB RAM以上（5ユーザの場合）

ハードディスク 1GB以上の空き容量

LDRPS Webサーバー

●システム構成例1

LDRPSのバージョン（Professional＆Enterprise）

製品の詳しい情報は… www.emori.co.jp/ldrps

開発元であるサンガード社は、BCP/BCM分野のソフトウェア開発、コンサルティングサービスにおいて30年以上の実績を有する、この
分野では米国を代表する企業の一つです。同社は、政府機関、金融機関、製造業をはじめとして全世界に10,000の企業・団体に導入実
績があり、LDRPSも開発/販売開始からすでに20数年の歴史を有します。

Ver.1005

LDRPS10 機能 Professional Enterprise
マスターインターフェースのカスタマイズ
プランナビゲーター機能
プランナビゲーターのカスタマイズ
従属関係マップの作成機能
連絡網作成のドラッグ＆ドロップ機能
ロケーション別のリソース管理機能
ユーザセキュリティの詳細設定
Crystal Reportsの付属
標準レポートのカスタマイズ
標準レポート〈237種類〉の使用
サンプル計画書の目次構成
オンラインヘルプ
統合ログオン（Windows統合認証）
スケジューリング機能（データインポート/計画発行）
計画の承認機能
Eメール送信機能
 テクノロジー
リレーショナルデータベース SQL Server SQL Server / Oracle
ブラウザアクセス（Internet Explorer）

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

LDRPSは機能の違いによりProfessionalバージョンと
Enterpriseバージョンの2種類を用意しております。
Professionalバージョンではいくつかの機能が制限されてい
ますので、すべての機能をお使いいただくにはEnterpriseバー
ジョンをご購入ください。

両バージョン共に、LDRPSに同時にアクセスできるユーザID数
（同時接続ユーザ数）によって価格が異なります。最小の同時接続
ユーザ数は、1同時接続ユーザから用意しております。

動作環境、価格につきましては、お問い合わせください。

企業／団体は、新型インフルエンザの発生や集中豪雨・台風・
地震などの自然災害による被害で、自社の重要業務が最低限
の業務レベルを維持できない、もしくは業務自体の停止に陥っ
てしまった場合、多大な損害を被ることが予想されます。
またそのような状況は、自社の損害を招くだけに止まらず、関
連サプライチェーンや、地域、従業員、株主といったステークホ
ルダーからの信頼をも低下させることにつながります。このよ
うに企業／団体の社会的責任（CSR：Corporate Social 
Responsibi l ity）の観点からも、事業継続計画（BCP：
Business Continuity Plan）は経営者にとって、真剣に取
り組んでいく必要に迫られるものとなってきています。

BCPの初回策定時には、SQL 
Server、Orac le、Exce l、
CSVファイルなどから、従業員
データや資産データといった既
存データをインポートすることで
時間と労力の削減をすることが
可能です。

そして、定期的な見直しが不可欠
であるBCPの更新時にも、リ
レーショナルデータベース機能に
より、更新されたデータをBCPに
反映させることができます。

ネットワーク DBサーバーLDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）

Crystal Reports
編集用クライアント

ネットワーク
DBサーバー

LDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）
兼

Crystal Reports
編集用クライアント

自然災害や事故
・地震、火災、水害の発生
・パンデミックの発生

●既存データ（従業員データや資産データなど）をインポート可能
●Webブラウザを介してデータの入力/共有が可能
●ユーザID別に細かな画面設定が可能
●237種類のレポートをあらかじめ搭載

国内外の標準化
・様々な業界からの独自ガイドライン
・ISO規格化の可能性

企業間の相互連携
・サプライチェーンの複雑化・高度化
・企業取引におけるBCPの要求

コンプライアンス、CSR等
・ステークホルダー／社会からの要求の高まり

そこで、BCP策定ツールの

LDRPS を使うと、

またLDRPSを使って策定するBCPは、脅威の種類（地震用、火災用など）に依存せず、
災害が起きたことによる結果事象を復旧させる

「はめ込み／要素型（脱シナリオ型）」BCPを策定します。

BCPは一度策定したら終わりではなく、継続的な更新が不可欠！

LDRPSは業種／業界を問わずにBCP策定の手助けとなります！

お問い合わせ先（東京支社）

〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-7 ＮＢＦ日比谷ビル12Ｆ

Tel：03-3508-1510  E-mail：bcm-info@emori.co.jp

URL：http://www.emori.co.jp/　

本社：〒918-8510　福井県福井市毛矢1-6-23

Tel：0776-36-6453

680 E.Swedesford Road Wayne,

PA19087 USA

URL：http://www.availability.sungard.com

記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

カタログ掲載商品の内容に関しては予告なく変更されることがありますので、予めご了承ください。
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○RLDRPS
The New Direction in Planning
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（ビジネス影響度分析システム）
危機的状況下で事業が受ける影響度を分析

（ベンダー評価システム)
ベンダー（サプライチェーン）の復旧能力の査定と評価

（災害管理システム）
災害発生時にオンライン管理センターとなり状況をリアルタイムに管理

（安否確認システム）
数千人に一括で電話やメール等でメッセージを送信
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LDRPS
The New Direction in Planning

○R

（リアルタイム事業継続計画策定/管理システム）
事業継続と早期復旧に不可欠なBCPの策定/更新をサポート

（リスク評価システム）
地理的状況下における組織の脆弱性を評価

Risk
Assessment

BIA Lite

（内部稼動力評価システム）
危機的状況下でのワークフォースの評価

Workforce
Management

事業継続マネジメントソリューション
（Continuity Management Solution）プラットフォーム

Continuity Management Solution（CMS）は、同じプラットフォーム（CMS）上でLDRPSやBIA Professionalなどの下記ソフ
トウェア群を稼動させ、ソフトウェア間でのデータ連携を目的としています。例えば、ビジネス影響度分析をBIA Professionalを使って行う
と、分析で必要なために入力した様々な情報を、LDRPSでも利用することが可能になります。また、LDRPSで修正した情報は、BIA 
Professionalでも修正された状態で利用できます。このようにCMSプラットフォームは、ソフトウェア間でのデータ連携を実現し、データ
利用の効率化を可能にします。

OS Windows XP SP2以上、または Windows Vista

必須ソフトウェア Internet Explorer 6.0 SP2
 または 7.0、.Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Adobe Acrobat

CPU Pentium4  1.7 GHz以上

メモリ 512MB RAM以上

ハードディスク 1GB以上の空き容量

クライアント・Crystal Reports 編集用クライアント

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア SQL Server 2005、
 またはOracle 10g Release2（10.2.0.3.0）以上

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 1GB RAM以上（5ユーザの場合）

DBサーバー

●参考スペック

●システム構成例2

■CMSソフトウェア群

どのソフトウェアを使用する場合にも、まず
CMSへログインし、そこから目的のソフトウェ
アへアクセスすることになります。
CMSログイン後は、CMSホーム画面、または
MyCMS画面が表示されます。ここから、実際
に使用するソフトウェアを選択します。
My CMSでは、ログインIDごとに異なるアクセ
ス可能なソフトウェア一覧や、メッセージの有無
が確認できます。

LDRPSを単体でご購入いただいた場合のみ、BIA 
Professionalのトライアル版（BIA Lite）をお使い
いただけます。これは、BIA Professionalの簡易版
で、付属サーベイの質問事項が11項目と限られていた
り、サーベイの編集、カスタマイズを行うことができない
などの制限があります。
BIA Professionalをお持ちでないお客様は、BIA 
Liteを使っていただき、サーベイの流れや回答の収集
方法などを実際に体験することが可能となります。

■CMSホーム画面

■ＢＩＡ Lite

•CMSプラットフォーム間でのデータ連携が可能…LDRPSで構築した従業員データベースを他ソフトウェア群で活用することができます。
•個々のソフトウェア単体でも使用可能…ただし複数のソフトウェアを連携させることでより利便性が増します。
•BCP更新時にも、ソフトウェアを連携させて使用することによりPDCAサイクルでのBCP/BCM更新
…BCPだけを見直すのではなく、ビジネス影響度分析における定量的評価（手法）を実現しているBIA Professionalを使用することで、包括的な更新を手助けします。

▲CMSホーム画面 ▲MyCMS画面

（脅威の種類に関係ない）

・社員情報
・取引先情報
・緊急連絡網
・業務プロセス

・資産情報
・復旧活動
・支援体制
etc...

一般的な情報

資産を把握する文書

「レポート」は、LDRPSに蓄
積された情報から目的別に情
報を抜き出します。

例えば「従業員レポート」を選
択すれば、従業員情報だけを
抜き出します。

レポートを複数組合わせ、BCP
を策定します。

Crystal Reports

脅威に依存しないBCP
地震用BCP

パンデミック用BCP

データ更新でBCP更新も完了！データ更新でBCP更新も完了！

支店・工場もWeb経由で
情報入力 「レポートの編集」も可能 「レポート」の組合わせを

目的別に保存



事業継続マネジメントソリューション

Living Disaster Recovery Planning System 
リアルタイム事業継続計画策定 /管理システム

事業継続計画（BCP）の準備は万全ですか？

参考動作環境

BCPニーズの高まりの原因

事業継続計画（BCP）の必要性は十分にわかっている。
しかし、増え続けるBCPの策定には膨大な時間・労力・人員を必要とする。

しかも

「何か」が起きてからでは遅すぎます！

まだ手作業でBCPを策定／更新していますか？

今後も増加していく情報の整理には
手作業では限界があります！

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア LDRPS10、IIS6.0、
 .Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Microsoft Office 2003以降

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 2GB RAM以上（5ユーザの場合）

ハードディスク 1GB以上の空き容量

LDRPS Webサーバー

●システム構成例1

LDRPSのバージョン（Professional＆Enterprise）

製品の詳しい情報は… www.emori.co.jp/ldrps

開発元であるサンガード社は、BCP/BCM分野のソフトウェア開発、コンサルティングサービスにおいて30年以上の実績を有する、この
分野では米国を代表する企業の一つです。同社は、政府機関、金融機関、製造業をはじめとして全世界に10,000の企業・団体に導入実
績があり、LDRPSも開発/販売開始からすでに20数年の歴史を有します。

Ver.1005

LDRPS10 機能 Professional Enterprise
マスターインターフェースのカスタマイズ
プランナビゲーター機能
プランナビゲーターのカスタマイズ
従属関係マップの作成機能
連絡網作成のドラッグ＆ドロップ機能
ロケーション別のリソース管理機能
ユーザセキュリティの詳細設定
Crystal Reportsの付属
標準レポートのカスタマイズ
標準レポート〈237種類〉の使用
サンプル計画書の目次構成
オンラインヘルプ
統合ログオン（Windows統合認証）
スケジューリング機能（データインポート/計画発行）
計画の承認機能
Eメール送信機能
 テクノロジー
リレーショナルデータベース SQL Server SQL Server / Oracle
ブラウザアクセス（Internet Explorer）

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

LDRPSは機能の違いによりProfessionalバージョンと
Enterpriseバージョンの2種類を用意しております。
Professionalバージョンではいくつかの機能が制限されてい
ますので、すべての機能をお使いいただくにはEnterpriseバー
ジョンをご購入ください。

両バージョン共に、LDRPSに同時にアクセスできるユーザID数
（同時接続ユーザ数）によって価格が異なります。最小の同時接続
ユーザ数は、1同時接続ユーザから用意しております。

動作環境、価格につきましては、お問い合わせください。

企業／団体は、新型インフルエンザの発生や集中豪雨・台風・
地震などの自然災害による被害で、自社の重要業務が最低限
の業務レベルを維持できない、もしくは業務自体の停止に陥っ
てしまった場合、多大な損害を被ることが予想されます。
またそのような状況は、自社の損害を招くだけに止まらず、関
連サプライチェーンや、地域、従業員、株主といったステークホ
ルダーからの信頼をも低下させることにつながります。このよ
うに企業／団体の社会的責任（CSR：Corporate Social 
Responsibi l ity）の観点からも、事業継続計画（BCP：
Business Continuity Plan）は経営者にとって、真剣に取
り組んでいく必要に迫られるものとなってきています。

BCPの初回策定時には、SQL 
Server、Orac le、Exce l、
CSVファイルなどから、従業員
データや資産データといった既
存データをインポートすることで
時間と労力の削減をすることが
可能です。

そして、定期的な見直しが不可欠
であるBCPの更新時にも、リ
レーショナルデータベース機能に
より、更新されたデータをBCPに
反映させることができます。

ネットワーク DBサーバーLDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）

Crystal Reports
編集用クライアント

ネットワーク
DBサーバー

LDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）
兼

Crystal Reports
編集用クライアント

自然災害や事故
・地震、火災、水害の発生
・パンデミックの発生

●既存データ（従業員データや資産データなど）をインポート可能
●Webブラウザを介してデータの入力/共有が可能
●ユーザID別に細かな画面設定が可能
●237種類のレポートをあらかじめ搭載

国内外の標準化
・様々な業界からの独自ガイドライン
・ISO規格化の可能性

企業間の相互連携
・サプライチェーンの複雑化・高度化
・企業取引におけるBCPの要求

コンプライアンス、CSR等
・ステークホルダー／社会からの要求の高まり

そこで、BCP策定ツールの

LDRPS を使うと、

またLDRPSを使って策定するBCPは、脅威の種類（地震用、火災用など）に依存せず、
災害が起きたことによる結果事象を復旧させる

「はめ込み／要素型（脱シナリオ型）」BCPを策定します。

BCPは一度策定したら終わりではなく、継続的な更新が不可欠！

LDRPSは業種／業界を問わずにBCP策定の手助けとなります！

お問い合わせ先（東京支社）

〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-7 ＮＢＦ日比谷ビル12Ｆ

Tel：03-3508-1510  E-mail：bcm-info@emori.co.jp

URL：http://www.emori.co.jp/　

本社：〒918-8510　福井県福井市毛矢1-6-23

Tel：0776-36-6453

680 E.Swedesford Road Wayne,

PA19087 USA

URL：http://www.availability.sungard.com

記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

カタログ掲載商品の内容に関しては予告なく変更されることがありますので、予めご了承ください。

事業継続
マネジメント
ソリューション
（CMS）

API
スタート

Compliance
Scorecard

Risk
Assessment

＋BIA Lite

Incident
Manager

NōtiFind

Workforce
Assessment

BIA
Professional

Exercises
Tracking

Vendor
Assessment

LDRPS
The New Direction in Planning

○RLDRPS
The New Direction in Planning

○R

（ビジネス影響度分析システム）
危機的状況下で事業が受ける影響度を分析

（ベンダー評価システム)
ベンダー（サプライチェーン）の復旧能力の査定と評価

（災害管理システム）
災害発生時にオンライン管理センターとなり状況をリアルタイムに管理

（安否確認システム）
数千人に一括で電話やメール等でメッセージを送信

Vendor
Assessment

LDRPS
The New Direction in Planning

○R

（リアルタイム事業継続計画策定/管理システム）
事業継続と早期復旧に不可欠なBCPの策定/更新をサポート

（リスク評価システム）
地理的状況下における組織の脆弱性を評価

Risk
Assessment

BIA Lite

（内部稼動力評価システム）
危機的状況下でのワークフォースの評価

Workforce
Management

事業継続マネジメントソリューション
（Continuity Management Solution）プラットフォーム

Continuity Management Solution（CMS）は、同じプラットフォーム（CMS）上でLDRPSやBIA Professionalなどの下記ソフ
トウェア群を稼動させ、ソフトウェア間でのデータ連携を目的としています。例えば、ビジネス影響度分析をBIA Professionalを使って行う
と、分析で必要なために入力した様々な情報を、LDRPSでも利用することが可能になります。また、LDRPSで修正した情報は、BIA 
Professionalでも修正された状態で利用できます。このようにCMSプラットフォームは、ソフトウェア間でのデータ連携を実現し、データ
利用の効率化を可能にします。

OS Windows XP SP2以上、または Windows Vista

必須ソフトウェア Internet Explorer 6.0 SP2
 または 7.0、.Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Adobe Acrobat

CPU Pentium4  1.7 GHz以上

メモリ 512MB RAM以上

ハードディスク 1GB以上の空き容量

クライアント・Crystal Reports 編集用クライアント

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア SQL Server 2005、
 またはOracle 10g Release2（10.2.0.3.0）以上

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 1GB RAM以上（5ユーザの場合）

DBサーバー

●参考スペック

●システム構成例2

■CMSソフトウェア群

どのソフトウェアを使用する場合にも、まず
CMSへログインし、そこから目的のソフトウェ
アへアクセスすることになります。
CMSログイン後は、CMSホーム画面、または
MyCMS画面が表示されます。ここから、実際
に使用するソフトウェアを選択します。
My CMSでは、ログインIDごとに異なるアクセ
ス可能なソフトウェア一覧や、メッセージの有無
が確認できます。

LDRPSを単体でご購入いただいた場合のみ、BIA 
Professionalのトライアル版（BIA Lite）をお使い
いただけます。これは、BIA Professionalの簡易版
で、付属サーベイの質問事項が11項目と限られていた
り、サーベイの編集、カスタマイズを行うことができない
などの制限があります。
BIA Professionalをお持ちでないお客様は、BIA 
Liteを使っていただき、サーベイの流れや回答の収集
方法などを実際に体験することが可能となります。

■CMSホーム画面

■ＢＩＡ Lite

•CMSプラットフォーム間でのデータ連携が可能…LDRPSで構築した従業員データベースを他ソフトウェア群で活用することができます。
•個々のソフトウェア単体でも使用可能…ただし複数のソフトウェアを連携させることでより利便性が増します。
•BCP更新時にも、ソフトウェアを連携させて使用することによりPDCAサイクルでのBCP/BCM更新
…BCPだけを見直すのではなく、ビジネス影響度分析における定量的評価（手法）を実現しているBIA Professionalを使用することで、包括的な更新を手助けします。

▲CMSホーム画面 ▲MyCMS画面

（脅威の種類に関係ない）

・社員情報
・取引先情報
・緊急連絡網
・業務プロセス

・資産情報
・復旧活動
・支援体制
etc...

一般的な情報

資産を把握する文書

「レポート」は、LDRPSに蓄
積された情報から目的別に情
報を抜き出します。

例えば「従業員レポート」を選
択すれば、従業員情報だけを
抜き出します。

レポートを複数組合わせ、BCP
を策定します。

Crystal Reports

脅威に依存しないBCP
地震用BCP

パンデミック用BCP

データ更新でBCP更新も完了！データ更新でBCP更新も完了！

支店・工場もWeb経由で
情報入力 「レポートの編集」も可能 「レポート」の組合わせを

目的別に保存



収集した回答の中から目的の
情報をレポート化

■メインボタン

LDRPSのデータベースです。
BCPに関連するデータの入力・編
集を行います。

ディクショナリ

計画の構築、管理をディクショナリ
の情報をもとに行います。   

計画

ドキュメント類とレポートの管理
を行います。

ドキュメントと
レポートマネージャ

ユーザセキュリティ設定、画面、用語
のカスタマイズなどを行います。

管理

計画書の構成変更と発行を行いま
す。

発行

LDRPS
【コア構成要素】

LDRPS
【機能の特長】

CMSプラットフォーム
【レポート機能とCrystal Reports】

CMSプラットフォーム
【アセスメントソフトウェア】

「コア構成要素」とは、事業を継続するために復旧しなければな
らない重要なリソースのことを指し、「アプリケーション」、
「ハードウェア」、「プロセス（業務）」の3種類をコア構成要素と
呼んでいます。
LDRPSでは、個別または任意で複数のコア構成要素が復旧
の対象となります。

■コア構成要素

レポート機能を使うと、LDRPS、BIA Professional、Risk 
Assessment、Workforce Assessment、Vender 
Assessmentに蓄積された様々な情報の中から、必要な情報だけ
をレポート化することができます。目的別の「レポート」を使って、必
要な情報をまとめられます。標準レポートとして、カテゴリー別に
様々な種類のレポートが用意されています。
例えば、LDRPSのレポートカテゴリーとしては、従業員、ソフトウェ
ア、備品などがあり、従業員カテゴリーでは、従業員氏名、部署名、電
話番号などの情報を収集するよう設定されたレポートがあらかじ
め用意されています。同じ従業員カテゴリーのレポートでも、収集し
たい従業員情報の違いにより複数の従業員レポートが存在します。
またレポートの中には、「RTOを確認するレポート」、「資産情報リス
ト」、「ユーザ別ログイン情報リスト」などもあり、BCPを最終的に発
行する前段階で、BCPの実効性を確認するために使うことを目的と
したレポートも多数用意されています。
標準レポートに目的のレポートがない場合でも、付属のアプリケー
ションソフトウェアであるCrystal Reports（クリスタルレポー
ト）を使用すれば、既存レポートを編集することが可能なため、目的
の情報を収集するレポートを作成することができます。

■レポート機能

BCPには欠かせない緊急連絡網の
作成は、個々の計画ごとに、社内連
絡用、ベンダー連絡用、顧客連絡用
と複数作成できます。
また従業員データを更新した際は、
リレーショナルデータベース機能に
よって、作成した緊急連絡網にも反
映されます。

■緊急連絡網の作成

例：業務アプリケーション、ヘルプデスク
管理システムなど

例：サーバ、レントゲン装置など

例：注文処理、給与支払、会計業務など

アプリケーション

ハードウェア

プロセス（業務）

事業は一つのコア構成要素から成り立っているわけではなく、いくつ
ものコア構成要素の連携の中で成り立っています。そのため、復旧対
象となるコア構成要素のBCPを策定するにあたり、コア構成要素同士
の関係性（従属関係）を設定する必要があります。従属関係を設定する
ことにより、どのようにコア構成要素同士が係わりあっているかを視
覚的に確認できます。
例えば下記の図を例とすると、プロセス（業務）である「カスタマーサー
ビス」の復旧には、ハードウェアである「ホストコンピュータ」の復旧が
必須になることがわかります。またコア構成要素の目標復旧時間
（RTO：Required Time Objective）を設定しておくことにより、
復旧にはどれだけの時間が必要か最終的なRTOの算出が可能です。

▲属性の一例

LDRPSはユーザの種類により
2種類のインターフェースが用意されています。 管理者はユーザIDごとにナビゲーターインター

フェースの入力項目やデータアクセス権限、操作
手順案内などをカスタマイズすることが可能です。

▲マスターインターフェース（管理者用） ▲ナビゲーターインターフェース（各担当者用）

▲ドラッグ＆ドロップで作成可能

▲ドラッグ＆ドロップで作成可能

▲リソース数のチェック ▲RTOのチェック

▲CMSに蓄積された情報をレポート

CMSソフトウェア群には4種類のアセスメントサポートソフトウェアがあります。管理者は、
それぞれのソフトウェアで目的にあったサーベイ（質問事項）を使い、アンケート形式で分
析/評価のために必要な情報をユーザから収集します。「BIA Professional」ではビジネス
影響度分析、「Risk Assessment」ではリスク評価、「Workforce Assessment」で
は内部稼動力評価、「Vendor Assessment」ではベンダー/サプライヤー評価のために
必要な情報を専用のサーベイを使って収集することができます。

1．管理者が指定した複数のユーザに向けてサーベイを配布します。
2．ユーザはWebページでサーベイの回答を行います。
3．ユーザの回答は管理者に集まります。
4．管理者はレポート機能を使い、分析/評価したい回答をレポート化します。
5．そのレポートを確認して、管理者が分析/評価を行います。
6．もし回答にばらつきがある場合などは、サーベイを編集し再配布することも可能です。

■アセスメント（分析／評価）ソフトウェア

▲BIA Professional　ホーム画面

目次構成機能とは、出力する必要のある情報が記載されるレポートを複数選択
し、独自の目次構成を作成する機能です。また作成した目次構成は名前を付け
て保存しておくことができます。
　例えば、支社で業務復旧計画を実行するにあたり必要なレポートをあらかじ
め選択して、「支社用業務復旧計画」という名前をつけ目次構成を保存します。
大阪支社でこの目次を使うと大阪支社用の業務復旧計画を、名古屋支社でこ
の目次を使うと名古屋支社用の業務復旧計画を同じ体裁ながら、支社独自の
BCPを発行することができます。統一されたBCPは、管理と更新時の作業を
軽減します。

　また、予めドキュメント類（機器取扱い説
明書やフロア見取り図、契約書など）を
LDRPSに取り込んで、目次構成に組み入れ
ておくことで、それらドキュメントを添付資
料としてBCPに出力することも可能です。

■目次構成機能

▲様々な情報を確認するレポートを集めた「確認用」目次構成

クリスタルレポートとは、LDRPSに付属されたレポート（テンプレート）作成アプリケーションソ
フトウェアです。クリスタルレポートは、LDRPS、BIA Professional、Risk Assessment、
Workforce Assessment、Vender Assessmentのデータにリンクさせることができます
ので、レポートに必要な情報を検索し並べなおして出力することを可能にします。

■Crystal Reports（クリスタルレポート）

サーベイの質問構成 サーベイの編集

回答をレポート化 LDRPSへエクスポート

ユーザごとの回答進捗率も把握可能

▲担当者ごとに詳細なセキュリティ設定が可能

▲操作手順の案内も編集可能

管理者

管理者、もしくはレビュー担当者

Webブラウザを介し、必要なデータ入力／更新を依頼Webブラウザを介し、必要なデータ入力／更新を依頼

担当者A担当者A 担当者B担当者B 担当者C担当者C

管理者はユーザIDごとに個別の画面作成が可能で
す。入力項目やデータアクセス権限、操作手順案内な
どをカスタマイズします。

担当者は指定されたユーザIDでログイン後、カスタマ
イズされた専用画面を使用して、必要な情報だけにア
クセスし、情報の入力を進めます。

レビュー担当者は、レポート機能を使い、各担当者が
入力した情報を目的別にレポート化して情報の正確
性や妥当性を確認します。
この時点で、情報に不備があった場合、計画そのもの
を見直すか、または担当者へ情報の訂正を依頼します。

情報を入力すると、進捗状況を示すパーセント表示
が更新され、管理者と担当者自身が確認できます。

担当者は入力が完了したら、レビュー担当者へ入力
した情報のレビューを依頼します。

担当者によっては英語インターフェースの設定も可能です。

▲LDRPSの「ディクショナリ」画面
▲データベース構造

実際の情報入力を各担当者が行うことで、より生きた情報を迅速にBCPに反映することが可能です。
そして、各部署・支社情報を管理者が一元管理するのを手助けします。

あらかじめ用意されているレポートだけで
は目的の情報が収集できない場合、体裁を
変更したい場合、数値をグラフ化したい場
合などにクリスタルレポートを使い、既存レ
ポートを編集して、オリジナルのレポートを
作成することも可能です。

4つのアセスメントソフトウェ
アのインターフェースは同じで
すので、1つのソフトウェアの
使い方を覚えていただけれ
ば、他のソフトウェアも同様の
操作でお使いいただけます。

▲Risk Assessment、Workforce Assessment、Vender Assessment ホーム画面

（ビジネス影響度分析システム）
危機的状況下で事業が受ける影響度を分析

（リスク評価システム）Risk Assessment
地理的状況下における組織の脆弱性を評価

（内部稼動力評価システム）Workforce Management
危機的状況下でのワークフォースの評価

（ベンダー評価システム)Vendor Assessment
ベンダー（サプライチェーン）の復旧能力の査定と評価

分析／評価までの流れ

コア構成要素の従属関係マップ

「ディクショナリ」では、LDRPSで扱う全計画のデータを蓄積します。
コア構成要素データ以外にも、各種リソースデータ（ソフトウェア、通信
回線、備品など）や人員データの整備ができます。

ディクショナリ

従業員情報には「属性」を設定することができます。例えば「属性」とし
て特定の資格を設定し、従業員と結び付けておくことで、特定アプリ
ケーションの復旧に必須な資格を持った従業員だけを検索し、結果を
レポートとして計画書に出力することができます。

従業員データ

例：このBCPには下記のようなコア構成要素（復旧
対象）があります。それぞれのコア構成要素に情報（支
援体制やリソース、チームなど）を紐付けていきます。

実際に本社用、支社用といった個々のBCPを策定する
場合は、「計画」を使用します。個々のBCP策定には｢
ディクショナリ｣に蓄積したデータを使用することにな
ります。
計画は、拠点ごとや部署ごとなど希望する範囲別に策
定することができます。
また避難計画や救護活動などコア構成要素を復旧す
る必要がない計画は、「総合復旧」機能で、各種リソース
データ（ソフトウェア、通信回線、備品など）や人員デー
タを使い、復旧計画を策定することも可能です。

計画の策定

ユーザはInternet Explorerを
使いサーベイを回答

サーベイごとに質問内容、
質問数は異なる

ユーザの回答によって、次の
質問が変化

専用エディタ画面により、サーベイ
内容、レイアウト編集が可能

サーベイ回答のどの情報をLDRPSへ
エクスポートするかは個別に設定可能

▲複数の目次を
　作成しておき、
　用途によって
　使い分け

担当者からレビューを依頼担当者からレビューを依頼

サーベイ例．1

サーベイ例．2





収集した回答の中から目的の
情報をレポート化

■メインボタン

LDRPSのデータベースです。
BCPに関連するデータの入力・編
集を行います。

ディクショナリ

計画の構築、管理をディクショナリ
の情報をもとに行います。   

計画

ドキュメント類とレポートの管理
を行います。

ドキュメントと
レポートマネージャ

ユーザセキュリティ設定、画面、用語
のカスタマイズなどを行います。

管理

計画書の構成変更と発行を行いま
す。

発行

LDRPS
【コア構成要素】

LDRPS
【機能の特長】

CMSプラットフォーム
【レポート機能とCrystal Reports】

CMSプラットフォーム
【アセスメントソフトウェア】

「コア構成要素」とは、事業を継続するために復旧しなければな
らない重要なリソースのことを指し、「アプリケーション」、
「ハードウェア」、「プロセス（業務）」の3種類をコア構成要素と
呼んでいます。
LDRPSでは、個別または任意で複数のコア構成要素が復旧
の対象となります。

■コア構成要素

レポート機能を使うと、LDRPS、BIA Professional、Risk 
Assessment、Workforce Assessment、Vender 
Assessmentに蓄積された様々な情報の中から、必要な情報だけ
をレポート化することができます。目的別の「レポート」を使って、必
要な情報をまとめられます。標準レポートとして、カテゴリー別に
様々な種類のレポートが用意されています。
例えば、LDRPSのレポートカテゴリーとしては、従業員、ソフトウェ
ア、備品などがあり、従業員カテゴリーでは、従業員氏名、部署名、電
話番号などの情報を収集するよう設定されたレポートがあらかじ
め用意されています。同じ従業員カテゴリーのレポートでも、収集し
たい従業員情報の違いにより複数の従業員レポートが存在します。
またレポートの中には、「RTOを確認するレポート」、「資産情報リス
ト」、「ユーザ別ログイン情報リスト」などもあり、BCPを最終的に発
行する前段階で、BCPの実効性を確認するために使うことを目的と
したレポートも多数用意されています。
標準レポートに目的のレポートがない場合でも、付属のアプリケー
ションソフトウェアであるCrystal Reports（クリスタルレポー
ト）を使用すれば、既存レポートを編集することが可能なため、目的
の情報を収集するレポートを作成することができます。

■レポート機能

BCPには欠かせない緊急連絡網の
作成は、個々の計画ごとに、社内連
絡用、ベンダー連絡用、顧客連絡用
と複数作成できます。
また従業員データを更新した際は、
リレーショナルデータベース機能に
よって、作成した緊急連絡網にも反
映されます。

■緊急連絡網の作成

例：業務アプリケーション、ヘルプデスク
管理システムなど

例：サーバ、レントゲン装置など

例：注文処理、給与支払、会計業務など

アプリケーション

ハードウェア

プロセス（業務）

事業は一つのコア構成要素から成り立っているわけではなく、いくつ
ものコア構成要素の連携の中で成り立っています。そのため、復旧対
象となるコア構成要素のBCPを策定するにあたり、コア構成要素同士
の関係性（従属関係）を設定する必要があります。従属関係を設定する
ことにより、どのようにコア構成要素同士が係わりあっているかを視
覚的に確認できます。
例えば下記の図を例とすると、プロセス（業務）である「カスタマーサー
ビス」の復旧には、ハードウェアである「ホストコンピュータ」の復旧が
必須になることがわかります。またコア構成要素の目標復旧時間
（RTO：Required Time Objective）を設定しておくことにより、
復旧にはどれだけの時間が必要か最終的なRTOの算出が可能です。

▲属性の一例

LDRPSはユーザの種類により
2種類のインターフェースが用意されています。 管理者はユーザIDごとにナビゲーターインター

フェースの入力項目やデータアクセス権限、操作
手順案内などをカスタマイズすることが可能です。

▲マスターインターフェース（管理者用） ▲ナビゲーターインターフェース（各担当者用）

▲ドラッグ＆ドロップで作成可能

▲ドラッグ＆ドロップで作成可能

▲リソース数のチェック ▲RTOのチェック

▲CMSに蓄積された情報をレポート

CMSソフトウェア群には4種類のアセスメントサポートソフトウェアがあります。管理者は、
それぞれのソフトウェアで目的にあったサーベイ（質問事項）を使い、アンケート形式で分
析/評価のために必要な情報をユーザから収集します。「BIA Professional」ではビジネス
影響度分析、「Risk Assessment」ではリスク評価、「Workforce Assessment」で
は内部稼動力評価、「Vendor Assessment」ではベンダー/サプライヤー評価のために
必要な情報を専用のサーベイを使って収集することができます。

1．管理者が指定した複数のユーザに向けてサーベイを配布します。
2．ユーザはWebページでサーベイの回答を行います。
3．ユーザの回答は管理者に集まります。
4．管理者はレポート機能を使い、分析/評価したい回答をレポート化します。
5．そのレポートを確認して、管理者が分析/評価を行います。
6．もし回答にばらつきがある場合などは、サーベイを編集し再配布することも可能です。

■アセスメント（分析／評価）ソフトウェア

▲BIA Professional　ホーム画面

目次構成機能とは、出力する必要のある情報が記載されるレポートを複数選択
し、独自の目次構成を作成する機能です。また作成した目次構成は名前を付け
て保存しておくことができます。
　例えば、支社で業務復旧計画を実行するにあたり必要なレポートをあらかじ
め選択して、「支社用業務復旧計画」という名前をつけ目次構成を保存します。
大阪支社でこの目次を使うと大阪支社用の業務復旧計画を、名古屋支社でこ
の目次を使うと名古屋支社用の業務復旧計画を同じ体裁ながら、支社独自の
BCPを発行することができます。統一されたBCPは、管理と更新時の作業を
軽減します。

　また、予めドキュメント類（機器取扱い説
明書やフロア見取り図、契約書など）を
LDRPSに取り込んで、目次構成に組み入れ
ておくことで、それらドキュメントを添付資
料としてBCPに出力することも可能です。

■目次構成機能

▲様々な情報を確認するレポートを集めた「確認用」目次構成

クリスタルレポートとは、LDRPSに付属されたレポート（テンプレート）作成アプリケーションソ
フトウェアです。クリスタルレポートは、LDRPS、BIA Professional、Risk Assessment、
Workforce Assessment、Vender Assessmentのデータにリンクさせることができます
ので、レポートに必要な情報を検索し並べなおして出力することを可能にします。

■Crystal Reports（クリスタルレポート）

サーベイの質問構成 サーベイの編集

回答をレポート化 LDRPSへエクスポート

ユーザごとの回答進捗率も把握可能

▲担当者ごとに詳細なセキュリティ設定が可能

▲操作手順の案内も編集可能

管理者

管理者、もしくはレビュー担当者

Webブラウザを介し、必要なデータ入力／更新を依頼Webブラウザを介し、必要なデータ入力／更新を依頼

担当者A担当者A 担当者B担当者B 担当者C担当者C

管理者はユーザIDごとに個別の画面作成が可能で
す。入力項目やデータアクセス権限、操作手順案内な
どをカスタマイズします。

担当者は指定されたユーザIDでログイン後、カスタマ
イズされた専用画面を使用して、必要な情報だけにア
クセスし、情報の入力を進めます。

レビュー担当者は、レポート機能を使い、各担当者が
入力した情報を目的別にレポート化して情報の正確
性や妥当性を確認します。
この時点で、情報に不備があった場合、計画そのもの
を見直すか、または担当者へ情報の訂正を依頼します。

情報を入力すると、進捗状況を示すパーセント表示
が更新され、管理者と担当者自身が確認できます。

担当者は入力が完了したら、レビュー担当者へ入力
した情報のレビューを依頼します。

担当者によっては英語インターフェースの設定も可能です。

▲LDRPSの「ディクショナリ」画面
▲データベース構造

実際の情報入力を各担当者が行うことで、より生きた情報を迅速にBCPに反映することが可能です。
そして、各部署・支社情報を管理者が一元管理するのを手助けします。

あらかじめ用意されているレポートだけで
は目的の情報が収集できない場合、体裁を
変更したい場合、数値をグラフ化したい場
合などにクリスタルレポートを使い、既存レ
ポートを編集して、オリジナルのレポートを
作成することも可能です。

4つのアセスメントソフトウェ
アのインターフェースは同じで
すので、1つのソフトウェアの
使い方を覚えていただけれ
ば、他のソフトウェアも同様の
操作でお使いいただけます。

▲Risk Assessment、Workforce Assessment、Vender Assessment ホーム画面

（ビジネス影響度分析システム）
危機的状況下で事業が受ける影響度を分析

（リスク評価システム）Risk Assessment
地理的状況下における組織の脆弱性を評価

（内部稼動力評価システム）Workforce Management
危機的状況下でのワークフォースの評価

（ベンダー評価システム)Vendor Assessment
ベンダー（サプライチェーン）の復旧能力の査定と評価

分析／評価までの流れ

コア構成要素の従属関係マップ

「ディクショナリ」では、LDRPSで扱う全計画のデータを蓄積します。
コア構成要素データ以外にも、各種リソースデータ（ソフトウェア、通信
回線、備品など）や人員データの整備ができます。

ディクショナリ

従業員情報には「属性」を設定することができます。例えば「属性」とし
て特定の資格を設定し、従業員と結び付けておくことで、特定アプリ
ケーションの復旧に必須な資格を持った従業員だけを検索し、結果を
レポートとして計画書に出力することができます。

従業員データ

例：このBCPには下記のようなコア構成要素（復旧
対象）があります。それぞれのコア構成要素に情報（支
援体制やリソース、チームなど）を紐付けていきます。

実際に本社用、支社用といった個々のBCPを策定する
場合は、「計画」を使用します。個々のBCP策定には｢
ディクショナリ｣に蓄積したデータを使用することにな
ります。
計画は、拠点ごとや部署ごとなど希望する範囲別に策
定することができます。
また避難計画や救護活動などコア構成要素を復旧す
る必要がない計画は、「総合復旧」機能で、各種リソース
データ（ソフトウェア、通信回線、備品など）や人員デー
タを使い、復旧計画を策定することも可能です。

計画の策定

ユーザはInternet Explorerを
使いサーベイを回答

サーベイごとに質問内容、
質問数は異なる

ユーザの回答によって、次の
質問が変化

専用エディタ画面により、サーベイ
内容、レイアウト編集が可能

サーベイ回答のどの情報をLDRPSへ
エクスポートするかは個別に設定可能

▲複数の目次を
　作成しておき、
　用途によって
　使い分け

担当者からレビューを依頼担当者からレビューを依頼

サーベイ例．1

サーベイ例．2



収集した回答の中から目的の
情報をレポート化

■メインボタン

LDRPSのデータベースです。
BCPに関連するデータの入力・編
集を行います。

ディクショナリ

計画の構築、管理をディクショナリ
の情報をもとに行います。   

計画

ドキュメント類とレポートの管理
を行います。

ドキュメントと
レポートマネージャ

ユーザセキュリティ設定、画面、用語
のカスタマイズなどを行います。

管理

計画書の構成変更と発行を行いま
す。

発行

LDRPS
【コア構成要素】

LDRPS
【機能の特長】

CMSプラットフォーム
【レポート機能とCrystal Reports】

CMSプラットフォーム
【アセスメントソフトウェア】

「コア構成要素」とは、事業を継続するために復旧しなければな
らない重要なリソースのことを指し、「アプリケーション」、
「ハードウェア」、「プロセス（業務）」の3種類をコア構成要素と
呼んでいます。
LDRPSでは、個別または任意で複数のコア構成要素が復旧
の対象となります。

■コア構成要素

レポート機能を使うと、LDRPS、BIA Professional、Risk 
Assessment、Workforce Assessment、Vender 
Assessmentに蓄積された様々な情報の中から、必要な情報だけ
をレポート化することができます。目的別の「レポート」を使って、必
要な情報をまとめられます。標準レポートとして、カテゴリー別に
様々な種類のレポートが用意されています。
例えば、LDRPSのレポートカテゴリーとしては、従業員、ソフトウェ
ア、備品などがあり、従業員カテゴリーでは、従業員氏名、部署名、電
話番号などの情報を収集するよう設定されたレポートがあらかじ
め用意されています。同じ従業員カテゴリーのレポートでも、収集し
たい従業員情報の違いにより複数の従業員レポートが存在します。
またレポートの中には、「RTOを確認するレポート」、「資産情報リス
ト」、「ユーザ別ログイン情報リスト」などもあり、BCPを最終的に発
行する前段階で、BCPの実効性を確認するために使うことを目的と
したレポートも多数用意されています。
標準レポートに目的のレポートがない場合でも、付属のアプリケー
ションソフトウェアであるCrystal Reports（クリスタルレポー
ト）を使用すれば、既存レポートを編集することが可能なため、目的
の情報を収集するレポートを作成することができます。

■レポート機能

BCPには欠かせない緊急連絡網の
作成は、個々の計画ごとに、社内連
絡用、ベンダー連絡用、顧客連絡用
と複数作成できます。
また従業員データを更新した際は、
リレーショナルデータベース機能に
よって、作成した緊急連絡網にも反
映されます。

■緊急連絡網の作成

例：業務アプリケーション、ヘルプデスク
管理システムなど

例：サーバ、レントゲン装置など

例：注文処理、給与支払、会計業務など

アプリケーション

ハードウェア

プロセス（業務）

事業は一つのコア構成要素から成り立っているわけではなく、いくつ
ものコア構成要素の連携の中で成り立っています。そのため、復旧対
象となるコア構成要素のBCPを策定するにあたり、コア構成要素同士
の関係性（従属関係）を設定する必要があります。従属関係を設定する
ことにより、どのようにコア構成要素同士が係わりあっているかを視
覚的に確認できます。
例えば下記の図を例とすると、プロセス（業務）である「カスタマーサー
ビス」の復旧には、ハードウェアである「ホストコンピュータ」の復旧が
必須になることがわかります。またコア構成要素の目標復旧時間
（RTO：Required Time Objective）を設定しておくことにより、
復旧にはどれだけの時間が必要か最終的なRTOの算出が可能です。

▲属性の一例

LDRPSはユーザの種類により
2種類のインターフェースが用意されています。 管理者はユーザIDごとにナビゲーターインター

フェースの入力項目やデータアクセス権限、操作
手順案内などをカスタマイズすることが可能です。

▲マスターインターフェース（管理者用） ▲ナビゲーターインターフェース（各担当者用）

▲ドラッグ＆ドロップで作成可能

▲ドラッグ＆ドロップで作成可能

▲リソース数のチェック ▲RTOのチェック

▲CMSに蓄積された情報をレポート

CMSソフトウェア群には4種類のアセスメントサポートソフトウェアがあります。管理者は、
それぞれのソフトウェアで目的にあったサーベイ（質問事項）を使い、アンケート形式で分
析/評価のために必要な情報をユーザから収集します。「BIA Professional」ではビジネス
影響度分析、「Risk Assessment」ではリスク評価、「Workforce Assessment」で
は内部稼動力評価、「Vendor Assessment」ではベンダー/サプライヤー評価のために
必要な情報を専用のサーベイを使って収集することができます。

1．管理者が指定した複数のユーザに向けてサーベイを配布します。
2．ユーザはWebページでサーベイの回答を行います。
3．ユーザの回答は管理者に集まります。
4．管理者はレポート機能を使い、分析/評価したい回答をレポート化します。
5．そのレポートを確認して、管理者が分析/評価を行います。
6．もし回答にばらつきがある場合などは、サーベイを編集し再配布することも可能です。

■アセスメント（分析／評価）ソフトウェア

▲BIA Professional　ホーム画面

目次構成機能とは、出力する必要のある情報が記載されるレポートを複数選択
し、独自の目次構成を作成する機能です。また作成した目次構成は名前を付け
て保存しておくことができます。
　例えば、支社で業務復旧計画を実行するにあたり必要なレポートをあらかじ
め選択して、「支社用業務復旧計画」という名前をつけ目次構成を保存します。
大阪支社でこの目次を使うと大阪支社用の業務復旧計画を、名古屋支社でこ
の目次を使うと名古屋支社用の業務復旧計画を同じ体裁ながら、支社独自の
BCPを発行することができます。統一されたBCPは、管理と更新時の作業を
軽減します。

　また、予めドキュメント類（機器取扱い説
明書やフロア見取り図、契約書など）を
LDRPSに取り込んで、目次構成に組み入れ
ておくことで、それらドキュメントを添付資
料としてBCPに出力することも可能です。

■目次構成機能

▲様々な情報を確認するレポートを集めた「確認用」目次構成

クリスタルレポートとは、LDRPSに付属されたレポート（テンプレート）作成アプリケーションソ
フトウェアです。クリスタルレポートは、LDRPS、BIA Professional、Risk Assessment、
Workforce Assessment、Vender Assessmentのデータにリンクさせることができます
ので、レポートに必要な情報を検索し並べなおして出力することを可能にします。

■Crystal Reports（クリスタルレポート）

サーベイの質問構成 サーベイの編集

回答をレポート化 LDRPSへエクスポート

ユーザごとの回答進捗率も把握可能

▲担当者ごとに詳細なセキュリティ設定が可能

▲操作手順の案内も編集可能

管理者

管理者、もしくはレビュー担当者

Webブラウザを介し、必要なデータ入力／更新を依頼Webブラウザを介し、必要なデータ入力／更新を依頼

担当者A担当者A 担当者B担当者B 担当者C担当者C

管理者はユーザIDごとに個別の画面作成が可能で
す。入力項目やデータアクセス権限、操作手順案内な
どをカスタマイズします。

担当者は指定されたユーザIDでログイン後、カスタマ
イズされた専用画面を使用して、必要な情報だけにア
クセスし、情報の入力を進めます。

レビュー担当者は、レポート機能を使い、各担当者が
入力した情報を目的別にレポート化して情報の正確
性や妥当性を確認します。
この時点で、情報に不備があった場合、計画そのもの
を見直すか、または担当者へ情報の訂正を依頼します。

情報を入力すると、進捗状況を示すパーセント表示
が更新され、管理者と担当者自身が確認できます。

担当者は入力が完了したら、レビュー担当者へ入力
した情報のレビューを依頼します。

担当者によっては英語インターフェースの設定も可能です。

▲LDRPSの「ディクショナリ」画面
▲データベース構造

実際の情報入力を各担当者が行うことで、より生きた情報を迅速にBCPに反映することが可能です。
そして、各部署・支社情報を管理者が一元管理するのを手助けします。

あらかじめ用意されているレポートだけで
は目的の情報が収集できない場合、体裁を
変更したい場合、数値をグラフ化したい場
合などにクリスタルレポートを使い、既存レ
ポートを編集して、オリジナルのレポートを
作成することも可能です。

4つのアセスメントソフトウェ
アのインターフェースは同じで
すので、1つのソフトウェアの
使い方を覚えていただけれ
ば、他のソフトウェアも同様の
操作でお使いいただけます。

▲Risk Assessment、Workforce Assessment、Vender Assessment ホーム画面

（ビジネス影響度分析システム）
危機的状況下で事業が受ける影響度を分析

（リスク評価システム）Risk Assessment
地理的状況下における組織の脆弱性を評価

（内部稼動力評価システム）Workforce Management
危機的状況下でのワークフォースの評価

（ベンダー評価システム)Vendor Assessment
ベンダー（サプライチェーン）の復旧能力の査定と評価

分析／評価までの流れ

コア構成要素の従属関係マップ

「ディクショナリ」では、LDRPSで扱う全計画のデータを蓄積します。
コア構成要素データ以外にも、各種リソースデータ（ソフトウェア、通信
回線、備品など）や人員データの整備ができます。

ディクショナリ

従業員情報には「属性」を設定することができます。例えば「属性」とし
て特定の資格を設定し、従業員と結び付けておくことで、特定アプリ
ケーションの復旧に必須な資格を持った従業員だけを検索し、結果を
レポートとして計画書に出力することができます。

従業員データ

例：このBCPには下記のようなコア構成要素（復旧
対象）があります。それぞれのコア構成要素に情報（支
援体制やリソース、チームなど）を紐付けていきます。

実際に本社用、支社用といった個々のBCPを策定する
場合は、「計画」を使用します。個々のBCP策定には｢
ディクショナリ｣に蓄積したデータを使用することにな
ります。
計画は、拠点ごとや部署ごとなど希望する範囲別に策
定することができます。
また避難計画や救護活動などコア構成要素を復旧す
る必要がない計画は、「総合復旧」機能で、各種リソース
データ（ソフトウェア、通信回線、備品など）や人員デー
タを使い、復旧計画を策定することも可能です。

計画の策定

ユーザはInternet Explorerを
使いサーベイを回答

サーベイごとに質問内容、
質問数は異なる

ユーザの回答によって、次の
質問が変化

専用エディタ画面により、サーベイ
内容、レイアウト編集が可能

サーベイ回答のどの情報をLDRPSへ
エクスポートするかは個別に設定可能

▲複数の目次を
　作成しておき、
　用途によって
　使い分け

担当者からレビューを依頼担当者からレビューを依頼

サーベイ例．1

サーベイ例．2



事業継続マネジメントソリューション

Living Disaster Recovery Planning System 
リアルタイム事業継続計画策定 /管理システム

事業継続計画（BCP）の準備は万全ですか？

参考動作環境

BCPニーズの高まりの原因

事業継続計画（BCP）の必要性は十分にわかっている。
しかし、増え続けるBCPの策定には膨大な時間・労力・人員を必要とする。

しかも

「何か」が起きてからでは遅すぎます！

まだ手作業でBCPを策定／更新していますか？

今後も増加していく情報の整理には
手作業では限界があります！

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア LDRPS10、IIS6.0、
 .Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Microsoft Office 2003以降

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 2GB RAM以上（5ユーザの場合）

ハードディスク 1GB以上の空き容量

LDRPS Webサーバー

●システム構成例1

LDRPSのバージョン（Professional＆Enterprise）

製品の詳しい情報は… www.emori.co.jp/ldrps

開発元であるサンガード社は、BCP/BCM分野のソフトウェア開発、コンサルティングサービスにおいて30年以上の実績を有する、この
分野では米国を代表する企業の一つです。同社は、政府機関、金融機関、製造業をはじめとして全世界に10,000の企業・団体に導入実
績があり、LDRPSも開発/販売開始からすでに20数年の歴史を有します。

Ver.1005

LDRPS10 機能 Professional Enterprise
マスターインターフェースのカスタマイズ
プランナビゲーター機能
プランナビゲーターのカスタマイズ
従属関係マップの作成機能
連絡網作成のドラッグ＆ドロップ機能
ロケーション別のリソース管理機能
ユーザセキュリティの詳細設定
Crystal Reportsの付属
標準レポートのカスタマイズ
標準レポート〈237種類〉の使用
サンプル計画書の目次構成
オンラインヘルプ
統合ログオン（Windows統合認証）
スケジューリング機能（データインポート/計画発行）
計画の承認機能
Eメール送信機能
 テクノロジー
リレーショナルデータベース SQL Server SQL Server / Oracle
ブラウザアクセス（Internet Explorer）

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓

LDRPSは機能の違いによりProfessionalバージョンと
Enterpriseバージョンの2種類を用意しております。
Professionalバージョンではいくつかの機能が制限されてい
ますので、すべての機能をお使いいただくにはEnterpriseバー
ジョンをご購入ください。

両バージョン共に、LDRPSに同時にアクセスできるユーザID数
（同時接続ユーザ数）によって価格が異なります。最小の同時接続
ユーザ数は、1同時接続ユーザから用意しております。

動作環境、価格につきましては、お問い合わせください。

企業／団体は、新型インフルエンザの発生や集中豪雨・台風・
地震などの自然災害による被害で、自社の重要業務が最低限
の業務レベルを維持できない、もしくは業務自体の停止に陥っ
てしまった場合、多大な損害を被ることが予想されます。
またそのような状況は、自社の損害を招くだけに止まらず、関
連サプライチェーンや、地域、従業員、株主といったステークホ
ルダーからの信頼をも低下させることにつながります。このよ
うに企業／団体の社会的責任（CSR：Corporate Social 
Responsibi l ity）の観点からも、事業継続計画（BCP：
Business Continuity Plan）は経営者にとって、真剣に取
り組んでいく必要に迫られるものとなってきています。

BCPの初回策定時には、SQL 
Server、Orac le、Exce l、
CSVファイルなどから、従業員
データや資産データといった既
存データをインポートすることで
時間と労力の削減をすることが
可能です。

そして、定期的な見直しが不可欠
であるBCPの更新時にも、リ
レーショナルデータベース機能に
より、更新されたデータをBCPに
反映させることができます。

ネットワーク DBサーバーLDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）

Crystal Reports
編集用クライアント

ネットワーク
DBサーバー

LDRPSWebサーバー

データベース

クライアント（Webブラウザ）
兼

Crystal Reports
編集用クライアント

自然災害や事故
・地震、火災、水害の発生
・パンデミックの発生

●既存データ（従業員データや資産データなど）をインポート可能
●Webブラウザを介してデータの入力/共有が可能
●ユーザID別に細かな画面設定が可能
●237種類のレポートをあらかじめ搭載

国内外の標準化
・様々な業界からの独自ガイドライン
・ISO規格化の可能性

企業間の相互連携
・サプライチェーンの複雑化・高度化
・企業取引におけるBCPの要求

コンプライアンス、CSR等
・ステークホルダー／社会からの要求の高まり

そこで、BCP策定ツールの

LDRPS を使うと、

またLDRPSを使って策定するBCPは、脅威の種類（地震用、火災用など）に依存せず、
災害が起きたことによる結果事象を復旧させる

「はめ込み／要素型（脱シナリオ型）」BCPを策定します。

BCPは一度策定したら終わりではなく、継続的な更新が不可欠！

LDRPSは業種／業界を問わずにBCP策定の手助けとなります！

お問い合わせ先（東京支社）

〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-7 ＮＢＦ日比谷ビル12Ｆ

Tel：03-3508-1510  E-mail：bcm-info@emori.co.jp

URL：http://www.emori.co.jp/　

本社：〒918-8510　福井県福井市毛矢1-6-23

Tel：0776-36-6453

680 E.Swedesford Road Wayne,

PA19087 USA

URL：http://www.availability.sungard.com

記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

カタログ掲載商品の内容に関しては予告なく変更されることがありますので、予めご了承ください。

事業継続
マネジメント
ソリューション
（CMS）

API
スタート

Compliance
Scorecard

Risk
Assessment

＋BIA Lite

Incident
Manager

NōtiFind

Workforce
Assessment

BIA
Professional

Exercises
Tracking

Vendor
Assessment

LDRPS
The New Direction in Planning

○RLDRPS
The New Direction in Planning

○R

（ビジネス影響度分析システム）
危機的状況下で事業が受ける影響度を分析

（ベンダー評価システム)
ベンダー（サプライチェーン）の復旧能力の査定と評価

（災害管理システム）
災害発生時にオンライン管理センターとなり状況をリアルタイムに管理

（安否確認システム）
数千人に一括で電話やメール等でメッセージを送信

Vendor
Assessment

LDRPS
The New Direction in Planning

○R

（リアルタイム事業継続計画策定/管理システム）
事業継続と早期復旧に不可欠なBCPの策定/更新をサポート

（リスク評価システム）
地理的状況下における組織の脆弱性を評価

Risk
Assessment

BIA Lite

（内部稼動力評価システム）
危機的状況下でのワークフォースの評価

Workforce
Management

事業継続マネジメントソリューション
（Continuity Management Solution）プラットフォーム

Continuity Management Solution（CMS）は、同じプラットフォーム（CMS）上でLDRPSやBIA Professionalなどの下記ソフ
トウェア群を稼動させ、ソフトウェア間でのデータ連携を目的としています。例えば、ビジネス影響度分析をBIA Professionalを使って行う
と、分析で必要なために入力した様々な情報を、LDRPSでも利用することが可能になります。また、LDRPSで修正した情報は、BIA 
Professionalでも修正された状態で利用できます。このようにCMSプラットフォームは、ソフトウェア間でのデータ連携を実現し、データ
利用の効率化を可能にします。

OS Windows XP SP2以上、または Windows Vista

必須ソフトウェア Internet Explorer 6.0 SP2
 または 7.0、.Net Framework version 2.0 SP2

推奨ソフトウェア Adobe Acrobat

CPU Pentium4  1.7 GHz以上

メモリ 512MB RAM以上

ハードディスク 1GB以上の空き容量

クライアント・Crystal Reports 編集用クライアント

OS Windows Server 2003

必須ソフトウェア SQL Server 2005、
 またはOracle 10g Release2（10.2.0.3.0）以上

CPU Pentium4  1.7 GHz（5ユーザの場合）

メモリ 1GB RAM以上（5ユーザの場合）

DBサーバー

●参考スペック

●システム構成例2

■CMSソフトウェア群

どのソフトウェアを使用する場合にも、まず
CMSへログインし、そこから目的のソフトウェ
アへアクセスすることになります。
CMSログイン後は、CMSホーム画面、または
MyCMS画面が表示されます。ここから、実際
に使用するソフトウェアを選択します。
My CMSでは、ログインIDごとに異なるアクセ
ス可能なソフトウェア一覧や、メッセージの有無
が確認できます。

LDRPSを単体でご購入いただいた場合のみ、BIA 
Professionalのトライアル版（BIA Lite）をお使い
いただけます。これは、BIA Professionalの簡易版
で、付属サーベイの質問事項が11項目と限られていた
り、サーベイの編集、カスタマイズを行うことができない
などの制限があります。
BIA Professionalをお持ちでないお客様は、BIA 
Liteを使っていただき、サーベイの流れや回答の収集
方法などを実際に体験することが可能となります。

■CMSホーム画面

■ＢＩＡ Lite

•CMSプラットフォーム間でのデータ連携が可能…LDRPSで構築した従業員データベースを他ソフトウェア群で活用することができます。
•個々のソフトウェア単体でも使用可能…ただし複数のソフトウェアを連携させることでより利便性が増します。
•BCP更新時にも、ソフトウェアを連携させて使用することによりPDCAサイクルでのBCP/BCM更新
…BCPだけを見直すのではなく、ビジネス影響度分析における定量的評価（手法）を実現しているBIA Professionalを使用することで、包括的な更新を手助けします。

▲CMSホーム画面 ▲MyCMS画面

（脅威の種類に関係ない）

・社員情報
・取引先情報
・緊急連絡網
・業務プロセス

・資産情報
・復旧活動
・支援体制
etc...

一般的な情報

資産を把握する文書

「レポート」は、LDRPSに蓄
積された情報から目的別に情
報を抜き出します。

例えば「従業員レポート」を選
択すれば、従業員情報だけを
抜き出します。

レポートを複数組合わせ、BCP
を策定します。

Crystal Reports

脅威に依存しないBCP
地震用BCP

パンデミック用BCP

データ更新でBCP更新も完了！データ更新でBCP更新も完了！

支店・工場もWeb経由で
情報入力 「レポートの編集」も可能 「レポート」の組合わせを

目的別に保存
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